
 

                

 

 

ＣＡＰ
キ ャ ッ プ

（Child Assault Prevention） 

  ＣＡＰは、子どもがあらゆる暴力（虐待・いじめ・誘拐・痴漢など）から 

自分の大切な心とからだを守るために何ができるかを教える教育プログラムです 
 

寄寄寄稿稿稿         「 子どもの権利」            秋田市立総合病院内科診療部長 小泉ひろみ 

東京都目黒区の結愛ちゃん事件に続き、千葉県野田市でまた痛ましい子ども虐待の事件がおこった。子ども虐待

の疑いや心配があるという相談や通告件数は年々増加しており、平成 29 年度の児童相談所への通告・相談件数は

13 万件を超えた。市町村への通告も合わせると 20 万件を超えるという。 

「子どもは大人の対等なパートナー」という理念をご存知だろうか。これは「少年非行の防止に関する国連ガイド

ライン」のものである。また国連の「子どもの権利条約」の中で、子どもは「生きる権利」「育つ権利」「守られる

権利」「参加する権利」が保障され、日本もこの条約を採択している。子どもの権利を守るためには、子どもを大人

の 1 人の対等なパートナーと考えると、子ども 1 人 1 人が尊重されることになり、家庭や学校での虐待や体罰はな

くなるのではないだろうか。 

 CAP の活動については、日本小児科医会の「子どもの心相談医研修会」で知る機会があり、秋田でもその活動が

あることを知り、大変うれしく思った。子ども自身が、自分で自分の権利を知り、自分で自分を守る行動をおこせ

るようになることは、大変意味のあることだ。虐待を受けている子どもたちは自分にそんな権利があることすら知

らないであろう。 

  「子どもは大人の対等なパートナー」この言葉を、実際に口に出して呟いてみて頂きたい。自分がどういう立場

であれ、子どもに向かう姿勢が決まるのではないだろうか？この言葉を教えて下さった弁護士さんは、自分の 2 歳

の子どもに向かう時、この理念をどのように実践していくか、悩みながら子育てしたと冗談混じりに言っておられ

た。私も外来で子どもと家族に会う時、この言葉を胸に置いて向かい合うことを心がけている。この記事を読んで

下さっているあなたがどんな立場の方であっても、子どもに向かうとき、いや誰に向かう時もこの言葉を心に持っ

て頂くことを望む。「子どもは（誰もが）1 人の対等なパートナーだ」と。 
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C A P 勉 強 会 

 Ｈ31.1.26（土）、にぎわい交流館 au にて秋田大学教授柴田健氏から『解決志向ブリーフセラピー』の講義を受けま

した。悪者探しをせず誰も悪くないと捉え、これからどうなったらよいのか？という未来の時間に焦点を当てて問題を解

決していく考え方です。参加者は、仕事や子育てにも即、実践できる内容で目から鱗だった等、意見が寄せられました。 
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平成 30年度 児童虐待防止・DV 防止街頭キャンペーン 

    Ｈ３０年１１月３日（土）、秋田県主催の「児童虐待防止・DV防止街頭キャンペーン」に協賛団体として 

参加し、県、秋田市、警察、児童福祉施設、民間団体等と一緒に秋田駅やなかいち周辺で暴力の防止を呼びかけま 

した。平成２９年度中に、全国の児童相談所が対応した件数は、133，778 件で、過去最高を更新しています。

秋田県児童相談所の対応件数は、460件で昨年度より50件増加しました。秋田県も年々増加傾向にあります。 

国では、児童虐待防止関連法案に体罰禁止の明記を盛り込む等児童虐待の防止策が急がれていま

す。 

      ◆あらゆる場面で子どもへの体罰を禁止する法律は、スウェーデンなど 54カ国にあります。 

 

 

 

 

 

 



ＣＡＰあきた公開セミナー２０１８（Ｈ30 年 10月 11 日（木）、於 ルポールみずほ） 

秋田市立総合病院内科診療部長、小泉ひろみ氏を講師に、『診察室を訪れる子ど 

も達』をテーマに開催しました。小児医療の現場から見えてくる子どもの背景とし 

て、心身の発達と共に抱えている問題への対処方法としてペアレントトレーニン 

グや認知行動療法等専門的な内容でしたが、事例を挙げ解りやすく講演されました。 

参加した秋田中央地区の保育、教育、施設、司法等関係者からは「現場ですぐ 

活かしたいと思う。このような研修の機会を又作って欲しい」等々、うれしい感 

想がありました。 

Ｈ30 年度ワークショップから 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＡＰによせて  「子どもだもの、仕方ない」 

社会福祉法人みその 聖園天使園   元園長補佐 田口 孝貴 

当園初めてＣＡＰを行い、小学生のワークショップを終えて、その惨状を謝罪した際に、スタッフの方にかけられた言葉です。この

言葉が、自分の子どもの見方や接し方を変えることとなりました。この時期、私は子どもたちを見る目に余裕がなく、１００点の子ど

もを求めていました。そんな私を子どもたちは受け入れるわけなどなく、自分自身辛く感じている時でした。また、子育ての経験もな

く、児童養護のことなど何もわからずに勢いだけで子どもたちと生活を共にしていた状態だったので、子どもに寄り添うことなどでき

るわけがありませんでした。自分ではできているつもりでしたが…。自分でも出来ないことは山ほどあるのに、子どもには「出来るこ

と」を求めていました。しかし、私が子どもに「あなたのため」と求めていたものは、本当の意味での子どものためではなく、自分が

思い描く、自分にとって都合の良い子ども像であったと気づかされ、反省しました。 

 子どものために何かをするには、子どもの事を深く理解する必要があります。それも「子ども」という括りではなく、一人の人格と

して。私の目の前にいる子どもは、何が好きで何が嫌いで、何が楽しくて何が不安で、何が得意で何が不得意なのか。それを子ども自

身以上に理解し、表現できた時に子どもは私の方を向いてくれるようになるのだろう思っています。 

子どもが笑いたいときに同じように笑い、子どもが泣きたいときに号泣し、子どもと同じように出来ることを増やしていけるよう

な大人を、これからも目指していきたいと思います。（2018.3 寄稿） 

                         

 

 

 

 

 

 

聖徳会『若草ハイム』 

（母子生活支援施設） 

Ｈ30.6.22 に職員ワークショップを実施し 

ました。参加した職員からは、人権の大切さ、

話しを聴く大切さがよく理解できました等、

感想をいただきました。 

入所している母親 

や子ども達にもＣＡ 

Ｐの輪が広がるとい 

いですね。 
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秋田県医療療育センター 

（医療型障害児入所施設） 

Ｈ30.1.10 と 1.29 に職員、中高生の子ど

も達にワークショップを実施しました。

色々な面で慎重に打合せ、検討を重ねて実

現しました。子ども達は身体のハンディを 

感じさせないパワーを発揮しとても楽し

いワークショップになりました。 

 
Ｈ30 年度活動報告   ・陽清学園（職員、子ども、地域）・感恩講児童保育院（職員、子ども、地域）・聖園

天使園（職員、子ども、地域）・若草ハイム（職員）・医療療育センター（教職員、子ども）・秋田県養護施設協議

会総合研究会（職員）・男鹿潟上南秋田地区教頭会研修会（教員）ＣＡＰあきた公開セミナー（講師：小泉ひろみ

氏）・ＣＡＰあきた勉強会（講師：柴田健氏）・Ｈ３０年度児童虐待防止・ＤＶ防止街頭キャンペーン参加等 

 

 

 

 

 

ＣＡＰ会員より一言（わたしとＣＡＰ） 

2013 年にＣＡＰの活動に参加してから、早 6年目となりました。伝える側としては、まだ

まだ力不足ではありますが、「自分の気持ちを大切にする」ということ、「一人一人がとて

も大切な人」ということを、多くの人に知ってもらうために、これからも活動を続けて行き

たいと思います。（齊藤百合子） 

 

編集後記 

新元号、令和元年。爽やかな風が私達を彩っ

てくれることでしょう。 

事務局：鶴田悦子℡090-4630-9775 

Ｅﾒｰﾙ cap-akita1998@docomo.ne.jp 

 


